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ダムや橋梁等の巨大構造物の内部を透視する手法として、宇宙線ミュオンを用いたラジオグラ

フィーが有力である。本手法は自然の線源（宇宙線）を利用するという点で X 線や超音波等を用

いた従来の透視手法と大きく異なり、線源の振る舞いの理解は本手法の課題の一つである。特に

ミュオンのエネルギースペクトル、すなわち地表へ

飛来するミュオンのエネルギー分布を把握するこ

とは重要である。実測されているミュオンのエネル

ギースペクトルはエネルギー領域や天頂角領域が

限られているため、実測データのない領域での振る

舞いを予測するために正確な理論モデルの確立が

必須である。 

エネルギースペクトルを記述する基本的な理論

モデルは Matsuno[1]らによって導出されている。し

かし、モデル式に含まれる各パラメータの値によっ

て振る舞いは大きく異なり、それらの値の決定方法

は十分に確立されていない。今回我々は、理論モデ

ルと実測データの比較検証を行い、広いエネルギー

領域と天頂角領域において実測値との一致が得ら

れるよう、理論モデルの改良を試みた。Fig.1 に改良した理論モデルと実測値の比較結果を示す。

講演においては、改良した理論モデルの導出過程と、当該理論モデルのラジオグラフィーにおけ

る役割について述べる。 
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Fig.1. Cosmic ray muon energy spectra for 

different zenith angles. Full lines (plotted 

points) indicate theoretical values (observed 

results [2,3]). 
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